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「広報とよおか」は、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

先人と現代の匠による伝統工芸 

城崎麦わら細工伝承館 城崎麦わら細工伝承館 城崎麦わら細工伝承館 

お出かけください 
このコーナーでは、豊岡市立の文化施設を巡り、紹介します。 

文化施設巡り 9

■所 在 地　豊岡市城崎町湯島３７６‐１ 
　　　　　　�３２－０５１５ 
■開館時間　９：００～１７：００（入館は１６：３０まで） 
■休 館 日　毎月最終水曜日（祝日・休日の場合は翌日）、 
　　　　　　年末年始（１２月３１日～１月１日） 
■入 館 料　大人 ３００円、中高生 ２００円 
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▲当館職員の奥田慎弥が
　　ご案内します。

　現代の匠が作り上げた作品を職人のプロ
フィールと共に展示しています。

▲展示「現代の作品」（１階）

　江戸期から昭和期までの作品を年表に沿って
分かりやすく展示しています。

▲展示「過去の作品」（２階）

江戸期 明治・大正期 昭和期

　城崎麦わら細工伝承館では、城崎温泉の伝統的工芸品である麦わら細工
の作品を展示しています。土蔵を改築して、平成１６年１１月に開館しました。
　城崎の麦わら細工は、享保年間（１７１６～１７３５年）、因幡の国（現在の鳥
取）から湯治に来ていた「半七」が、竹笛に赤・青・黄色の麦わらを巻き
付けて売り出したものが始まりといわれています。江戸後期には現在と変
わらないほど高い技術が確立され、色とりどりに染められた麦わらを桐箱
などに貼り付けた見事な細工が、今も受け継がれています。平成５年には
兵庫県伝統的工芸品の指定も受けました。
　館内では、麦わら細工を作る匠の技がビデオで見られます。
　皆さん、ぜひ、お越しください。

前野治郎作
「色紙箱」

小関寅雄作
「罫紙文庫」

神谷　勝作
「大文庫」


